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研究要旨 

電子カルテから SS-MIX(Standardized Structured Medical Information eXchange)を用いて臨
床情報を半自動的に抽出するシステムの開発・応用する。

 
Ａ．研究目的 
  PINNACLE（Practice INNovation And 
 Clinical Excellence）レジストリでは冠動脈
疾患、高血圧、心不全、心房細動といった主要
な循環器疾患患者について、膨大な入院データ
が集積されている。 
 
Ｂ．研究方法 
  国立循環器病研究センターに入院した患者
の電子カルテデータから、米国心血管病レジス
トリ（PINNACLE）と同項目の内容をSS-MIXを用
いて半自動的に抽出し、診断名、重症度、併存
疾患、QOL、薬物・非薬物治療の内容に関する
データを集積する。 
 
（倫理面への配慮） 
本研究では「ヘルシンキ宣言」に基づく倫理

的原則および「臨床研究に関する倫理指針」を
遵守する人を対象とする医学系研究に関する
倫理指針を遵守し研究を遂行する。 
 
Ｃ．研究結果 
  国立循環器病研究センターに入院した患者
の電子カルテデータから、米国心血管病レジス
トリ（PINNACLE）と同項目の内容をSS-MIXを用
いて半自動的に抽出し、診断名、重症度、併存
疾患、QOL、薬物・非薬物治療の内容に関する
データを集積するシステムを整備した。 
 
Ｄ．考察 
   電子カルテからSS-MIXを用いて臨床情報を
半自動的に抽出するシステムを開発・応用する
ことで、データ集積時の人的負担を軽減すると
ともに、今後、全国の医療施設に研究対象を広
げることができる点は大きな特色であると考
える。 
 
Ｅ．結論 
 将来的には、本システムを全国の医療機関で
用いることで、本邦における循環器診療の実態
を明らかにし、医療の質と費用対効果を検討す
ることが可能になることが期待される。 
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